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2020 年 12 月 15 日 

News Release 

くらしとお金に関する意識調査2020 
～「新型コロナウイルスの感染拡大によって収入減」3,000名のうち約2割が回答～ 

 

日本FP協会（所在地 東京都港区、理事長 白根壽晴）は、2020年10月29日～11月4日の7日間、全国の20

代～60代の男女を対象に「くらしとお金に関する意識調査」をインターネットリサーチで実施し、3,000名の有効

サンプルの集計結果を公開しました（調査協力会社：株式会社クロス・マーケティング）。 

■調査結果の概要 

【コロナ禍における家計状況】   ……2 ページ 

◆一年前と比べ、収入は約 7 割が「変わらない」、約 2 割が「減った」と回答 

◆2020 年 10 月の支出割合は？ 1 位は「食費」（30.6%）。2 位「住宅費」（18%）、3 位「光熱・水道費」（11%） 

【コロナ禍における支出の変化】 ……3 ページ 

◆一年前と比べ、「食費」、「光熱・水道費」は全体の2割以上が「増えた」と回答 

◆全体の2割以上で「減った」のは「衣服・美容費」、「娯楽費」 

【コロナ禍における支出の工夫・不具合】 ……4 ページ 

◆工夫していることは「外食を控える」が最多、「キャッシュレス決済を利用する」も3割近い結果に 

◆上手くいっていないと思うことには「無駄な食費があると思う」、「無駄な光熱・水道費があると思う」 

【お金に対する不安（現在の不安・将来の不安）】 ……6 ページ 

◆現在の収入・預貯金に対する不安は全体の約6割、現在の支出に対する不安は約5割 

【現在のお金に対する不安】 ……7 ページ 

◆全体の約6割、収入が減った人のうちでは8割以上が「不安を感じる」と回答 

◆収入・支出・預貯金の「お金に対する不安を解消する情報」を知りたい 収入の増減に関わらず5割超え 

【将来のお金に対する不安】 ……8 ページ 

◆「現在」よりも「将来」のお金に対する不安が全体的に多い結果に 

◆将来の収入・支出・預貯金の「お金に対する不安を解消する情報」を知りたい人は6割超え 

【お金のこと以外に対する不安】 ……9 ページ 
◆全体の6割以上が不安に思うのは「自分の健康」、「家族の健康」 

◆収入が減った人の約6割が「何に対してなのか分からないが、漠然とした不安」を感じると回答 

【アフターコロナにしたいこと】 ……10ページ 

◆1位は「国内観光旅行に行く（宿泊を伴う）」、次いで「外食に行く」、「国内観光旅行に行く（日帰り）」がトップ3に 

【with コロナ、アフターコロナにおける「ニューノーマル（新しい生活様式）」の認知状況】 ……11 ページ 

◆「ニューノーマル（新しい生活様式）」の認知状況は約7割、うち2割以上が「内容も知っている」と回答 

◆「ニューノーマル」で思い浮かべるもの 1位「3密を回避する」、2位「まめに手洗い・手指消毒をする」 

本ニュースレターの内容の転載にあたりましては、 

「日本 FP 協会 調べ」と付記のうえ、ご使用いただきますようお願い申し上げます。 

◆本件に関するお問合せ先 

担 当 日本 FP 協会 

広報部広報課 伊藤・鈴木 

TEL FAX E-mail 

03-5403-9742 03-5403-9795 info@jafp.or.jp 

日本FP協会は、社会教育活動としてファイナンシャル・プランニングの普及とパーソナルファイナンス教育を推進し、社会全体の

利益の増進に寄与することを目的としたNPO法人です。また、パーソナルファイナンス教育の担い手となる高い能力と高い倫理観

をもったファイナンシャル・プランナー（CFP®・AFP認定者）を養成しています。 

特定非営利活動法人（NPO 法人） 日本ファイナンシャル・プランナーズ協会 
＜本部事務所＞〒105-0001 東京都港区虎ノ門 4-1-28  虎ノ門タワーズオフィス 5F 

 TEL 03-5403-9700(代) FAX 03-5403-9701 

＜大阪事務所＞〒530-0004 大阪府大阪市北区堂島浜 1-4-19 マニュライフプレイス堂島 5F 

 TEL 06-6344-8063 FAX 06-6344-8065  

■■報道関係の皆様へ■■ 
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新型コロナウイルス感染拡大前の 2019 年 10 月の家計状況と、新型コロナウイルス感染拡大後の 2020 年

10 月の家計状況を聞きました。 

収入は全回答者（3,000 名）全体の約 7割が「変わらない」としている一方、約 2割は「減った」と回答。新型コ

ロナウイルス感染症の流行による業績悪化を受け、収入減となった人が一定数いることがわかりました。 

2020 年 10 月の支出は「食費」が約 3割で最も多く、「住宅費」（18%）、「光熱・水道費」（11%）と続きます。 

預貯金は全体的に収入と同傾向ですが、投資（株式）は 9 割近くが「変わらない」と回答。中央値は「0 円」で

あり、株式投資をする人が今回の回答者では少なかったことがうかがえます。 

 

＜2019 年 10月と 2020 年 10月の家計状況の比較＞ 
※支出は 2020 年 10 月の内訳を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アンケート調査結果 

増えた

4.1%

変わらない

73.3%

減った

22.6%

＜収入＞ 

食費

30.6%

住宅費

18.4%
光熱・

水道費, 

11.3%

日用品, 

5.4%

衣服・

美容費, 

4.8%

医療費

4.7%

交通・

通信費, 7.4%

教育費

2.5% 娯楽費

7.4%

保険料

7.6%

＜支出＞ 

増えた

8.2%

変わらない

70.1%

減った

21.8%

＜預貯金＞ 

増えた

3.0%

変わらない

88.7%

減った

8.3%

＜投資（株式）＞ 

Topic 01-01 コロナ禍における家計状況 

◆一年前と比べ、収入は約 7割が「変わらない」、約 2割が「減った」と回答 

◆2020 年 10 月の支出割合は？ 1 位は「食費」（30.6%）。2 位「住宅費」（18%）、3 位「光熱・水道費」（11%） 
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新型コロナウイルス感染拡大前の 2019年 10 月と、新型コロナウイルス感染拡大後の 2020 年 10月の支出

を比較して、それぞれの費目ごとに支出の変動があったかを確認すると、「食費」、「光熱・水道費」は全体の 2

割以上から「増えた」との回答が。政府からの外出自粛の要請など、在宅時間が増えたことが影響していると

考えられます。 

一方で、「衣服・美容費」、「娯楽費」は全体の 2 割以上が支出が減ったと回答。こちらも同様に、外出ができ

なくなったことで服や化粧品を買う必要がなくなった、外食や遊びに行けなくなったことなどが減少の要因として

想像できます。 

 

＜2020 年 10月の支出の内訳＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  コロナ禍以降で 

金額が減った費目 

衣服・美容費…21.2% 

娯楽費…27.2% 

Topic 01-02 コロナ禍における支出の変化 

食費

30.6%

住宅費

18.4%光熱・水道費

11.3%

日用品

5.4%

衣服・美容費

4.8%

医療費

4.7%

交通・通信費

7.4%

教育費

2.5%

娯楽費

7.4%

保険料

7.6%

（n=3,000）

＜支出＞ 

◆一年前と比べ、「食費」、「光熱・水道費」は全体の 2割以上が「増えた」と回答 

◆全体の 2割以上で「減った」のは「衣服・美容費」、「娯楽費」 

コロナ禍以降で 

金額が増えた費目 

食費…23.1% 

光熱費・水道費…25.5% 
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新型コロナウイルス感染拡大後、支出面で工夫していることを聞くと「外食を控える」が最も多い結果と

なりました。「キャッシュレス決済を利用する」も 3 割近いなど、新たなサービスを利用して支出面を抑えよ

うとする工夫もみられる一方、家庭の収支の見直しや、加入保険の見直しは全体の 5%～11%でしか行わ

れていないようです。 

対して、新型コロナウイルス感染拡大後、支出面において上手くいっていないと思うことでは、「無駄な

食費があると思う」、「無駄な光熱・水道費があると思う」といった回答が上位 2位に入りました。新型コロ

ナウイルス感染拡大後に増えたと回答した人が多い 2費目について、多くの人が課題を感じていることが

見えます。 

また、預貯金を切り崩している人、支出の減らし方が分からない人もそれぞれ 1割程度みられ、やりくり

に苦労している人が一定数いることも分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜上手くいっていないと思うこと＞ 

（n=3,000） 

無駄な光熱・ 

水道費があると思う 
16.1％ 

預貯金を切り崩したくない

が、切り崩している 
12.8％ 

支出を減らしたいが、 

どうやって減らせばよいか 

分からない 

11.7％ 

26.6％ 無駄な食費があると思う 

＜工夫していること＞ 

外食を控える 44.4％ 

Topic 01-03 コロナ禍における支出の工夫、不具合 

◆工夫していることは「外食を控える」が最多、「キャッシュレス決済を利用する」も3割近い結果に 

◆上手くいっていないと思うことには「無駄な食費があると思う」、「無駄な光熱・水道費があると思う」 

加入している 

保険の見直しをする 
4.6％ 

キャッシュレス決済を 

利用する 
28.5％ 

家庭の収支など、 

お金の状態を見直した 
10.5％ 

（n=3,000） 
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新型コロナウイルス感染拡大後、家計状態の見直しをした人、もしくは、家計のやりくりが上手くいっていない

人はどのような人なのかを見てみると、「家庭の収支など、お金の状態を見直した」、「加入している保険の見直

しをする」は、ライフステージや同居人数、世帯年収別にみてもスコアに大きな違いは見られませんでした。 

「預貯金を切り崩したくないが、切り崩している」人は同居人数が 6 人以上の世帯でやや多く、世帯年収が少

なくなるほど多くなる傾向があります。 

「支出を減らしたいが、どうやって減らせばよいか分からない」人は、小学生未満～中学生の子どもがいる家

庭でやや高く、同居人数が 6人以上の家庭では全体と比較して 10 ポイント以上高くなっています。 

支えなければならない家族が多いほど、また、子どもが小さいほど、家計のやりくりが上手くいっていないと

感じている人が多いことが見えてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Topic 01-04 支出面の工夫をした人、 

上手くいっていない人はどのような人たちか 

n=

家庭の

収支など、

お金の状態を

見直した

加入している

保険の見直し

をする

預貯金を

切り崩したく

ないが、

切り崩している

支出を

減らしたいが、

どうやって

減らせばよいか

分からない

3,000  10.5 4.6 12.8 11.7

未婚 1,298  10.6 3.8 14.6 10.6

既婚・計 1,702  10.4 5.2 11.4 12.5

　既婚／子なし・計 418  9.3 3.3 9.8 8.9

　　既婚／子なし（リタイア前） 342  9.4 3.2 10.2 9.6

　　既婚／子なし（リタイア後） 76  9.2 3.9 7.9 5.3

　既婚／子あり・計 1,284  10.7 5.8 11.9 13.7

　　既婚／同居の子あり（～小学生未満） 269  14.1 7.1 14.1 17.5

　　既婚／同居の子あり（小学生・中学生） 258  14.3 5.0 12.4 19.4

　　既婚／同居の子あり（高校生・大学生・短大生・専門学校生） 155  6.5 7.7 9.7 11.6

　　既婚／同居の子あり（社会人・その他） 223  10.3 5.4 12.6 14.3

単身 734  11.7 3.1 15.8 10.8

2人 941  9.4 5.2 11.6 9.2

3人 675  11.4 4.7 10.5 12.6

4人～5人 595  9.4 4.9 12.9 14.6

6人以上 55  14.5 9.1 18.2 23.6

300万円未満 614  11.9 3.7 21.8 14.0

300～500万円未満 738  10.6 5.0 13.6 11.8

500～700万円未満 506  13.6 6.1 9.9 13.8

700～1,000万円未満 434  9.4 4.4 7.6 9.4

1,000万円以上 285  4.6 3.9 3.5 7.0

わからない 423  9.7 4.0 13.2 11.1

ライフ

ステージ別

同居人数別

世帯年収別

全体

n=30以上で

全体＋10pt以上

全体＋5pt以上

全体－5pt以下

全体－10pt以下
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現在もしくは将来のお金に対する不安をどれくらい感じているかをみると、現在の収入・預貯金に対する不安

は全体の約 6割、現在の支出に対する不安は約 5割、現在の投資に対する不安は約 2割が感じていることが

分かります。また、将来の不安は現在の不安と比較して全体的にスコアがやや上昇していました。 

新型コロナウイルス感染拡大後の収入の変化によっても回答の傾向に違いが出ており、収入が減った人で

は現在の収入に対する不安、将来の収入に対する不安のどちらも 8 割以上の人が感じており、ほとんどの人

がお金に対して不安に思っていることが分かりました。 

唯一お金を増やす手段となりうる投資に対する不安は、現在の不安、将来の不安どちらにおいても他の項

目と比較してスコアが低く、収入が減って困っている人であろうとも投資への関心は収入などと比較して低いこ

とが推察されます。 

 

＜現在のお金に対する不安＞ 
「とても不安を感じる」＋「不安を感じる」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜将来のお金に対する不安＞ 
「とても不安を感じる」＋「不安を感じる」 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Topic 02-01 お金に対する不安（現在の不安・将来の不安） 

◆現在の収入・預貯金に対する不安は全体の約 6割、現在の支出に対する不安は約 5割 

59.3

52.9

56.2

24.4

42.6

41.8

45.9

26.2

84.2

73.3

74.1

31.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

収入

支出

預貯金

投資

66.6

59.6

62.9

29.4

56.6

48.4

52.5

27.0

85.4

77.3

78.8

37.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

収入

支出

預貯金

投資

■ 全体（n=3,000）／ ■ 収入が増えた（n=122） ／ ■ 収入が減った（n=679） 
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現在のお金に対する不安をどれくらい感じているかという質問では、新型コロナウイルス感染拡大後の収入

の変化によって、不安の感じ方が異なっていることが分かります。 

収入については全体の約 6 割が不安を感じると回答している一方、収入が減った人に絞ると同じ回答をして

いる人は 8割以上になりました。 

現在のお金に対する不安を解消する情報があれば知りたいかどうかは、収入が減った人ほど知りたいと回

答している傾向にありますが、収入が増えた人でも「とてもそう思う」、「そう思う」と回答した人がいずれの項目

でも約 4 割～5 割を占めました。収入が減った人ほど情報を欲しているものの、収入が増えた人においてもお

金に関する情報を欲しているようです。 

 

＜現在のお金に対する不安＞ 
「とても不安を感じる」＋「不安を感じる」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現在のお金に対する不安を解消する情報があれば知りたいか＞ 
「とてもそう思う」＋「そう思う」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Topic 02-02 現在のお金に対する不安 

58.6

55.3

56.8

32.8

47.5

44.3

50.8

39.3

79.4

72.2

71.6

39.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

収入

支出

預貯金

投資

◆全体の約6割、収入が減った人のうちでは8割以上が「不安を感じる」と回答 

◆収入・支出・預貯金の「お金に対する不安を解消する情報」を知りたい 収入の増減に関わらず 5 割超

え 

59.3

52.9

56.2

24.4

42.6

41.8

45.9

26.2

84.2

73.3

74.1

31.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

収入

支出

預貯金

投資

■ 全体（n=3,000）／ ■ 収入が増えた（n=122） ／ ■ 収入が減った（n=679） 
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将来のお金に対する不安をどれくらい感じているかについては、前ページの現在のお金に対する不安よりも

全体的に割合がやや高い結果になっており、将来の先行きが見えない不安感の表れだと考えられます。 

将来のお金に対する不安を解消する情報があれば知りたいかについても、現在のお金に対する不安を解消

する情報以上に知りたいと回答している割合が高い傾向にあります。 

 

＜将来のお金に対する不安＞ 

「とても不安を感じる」＋「不安を感じる」スコア 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜将来のお金に対する不安を解消する情報があれば知りたいか＞ 
「とてもそう思う」＋「そう思う」スコア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Topic 02-03 将来のお金に対する不安 

◆「現在」よりも「将来」のお金に対する不安が全体的に多い結果に 

◆将来の収入・支出・預貯金の「お金に対する不安を解消する情報」を知りたい人は 6割超え 

66.6

59.6

62.9

29.4

56.6

48.4

52.5

27.0

85.4

77.3

78.8

37.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

収入

支出

預貯金

投資

63.5

60.3

60.6

34.8

50.8

48.4

51.6

36.1

80.3

76.0

74.8

42.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

収入

支出

預貯金

投資

■ 全体（n=3,000）／ ■ 収入が増えた（n=122） ／ ■ 収入が減った（n=679） 
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お金のこと以外に対する不安では、お金に対する不安と同様、新型コロナウイルス感染拡大後に収入が減

った人ほど、ほとんどの項目で不安を感じている傾向にあることが分かりました。 

特に「何に対してなのか分からないが、漠然とした不安」は収入が減った人の約 6 割が感じると回答しており、

収入の減少が今後の生活全般に対する不安も増長させているようです。 

 

＜お金のこと以外に対する不安＞ 

「とても感じる」＋「感じる」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「自分が子どもの世話を見続けられないこと」、 
「子どもの成長」は子どもがいる回答者（n=1,406）のみに聴取 

  

自分の健康 家族の健康

自分が

子どもの世話を

見続けられないこ

と

子どもの成長

（学習が遅れる、

運動不足など）

人との接し方や

付き合い方が

変化すること

どの情報を

信じていいのか

分からないこと

何に対してなのか

分からないが、

漠然とした不安

全体 66.4 66.7 33.6 31.6 40 41.2 43.8

増えた 59 65.6 28.9 42.1 39.3 40.2 40.2

減った 72.8 72.5 36.8 35.8 51.5 52 56.1

66.4 66.7

33.6

31.6

40.0
41.2 43.8

59.0 65.6

28.9

42.1 39.3
40.2

40.2

72.8 72.5

36.8
35.8

51.5 52.0
56.1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

◆全体の6割以上が不安に思うのは「自分の健康」、「家族の健康」 

◆収入が減った人の約 6割が「何に対してなのか分からないが、漠然とした不安」を感じると回答 

Topic 02-04 お金のこと以外に対する不安 

■ 全体（n=3,000）／ ■ 収入が増えた（n=122） ／ ■ 収入が減った（n=679） 
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新型コロナウイルスの流行収束後に何をしたいかという質問では、「国内観光旅行に行く（宿泊を伴う）」が最

も多く、「外食に行く」、「国内観光旅行に行く（日帰り）」が次ぐ結果となりました。特に女性の約半分が「国内観

光旅行に行く（宿泊を伴う）」を挙げています。 

GoTo トラベルや GoTo イートといったキャンペーンが行われているものの、思うようには旅行や外食に行け

ない状況が希望に反映されているとうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全体のスコアが高いものを上位 10 項目を抜粋 
  

国内観

光旅行

に行く

（宿泊を

伴う）

外食に

行く

国内観

光旅行

に行く

（日帰

り）

友人・知

人・恋人

に会う

飲みに

行く

家族に

会う（帰

省する）

温浴施

設（健康

ランド、

スー

パー銭

湯など）

に行く

音楽会、

コンサー

ト・

ライブに

行く

テーマ

パーク、

遊園地

に行く

映画館

に行く

全体(n=3,000) 45.7 34.8 32.1 26.9 22.9 21.6 21.4 20.9 19.9 19.7

男性(n=1,500) 40.9 32.1 27.7 19.9 26.7 16.9 17.9 15 15.1 17.6

女性(n=1,500) 50.5 37.5 36.5 33.9 19.1 26.3 24.9 26.7 24.7 21.9

45.7 34.8 32.1 26.9 22.9 21.6 21.4 20.9 19.9 19.7

40.9

32.1

27.7

19.9

26.7

16.9 17.9
15.0 15.1

17.6

50.5

37.5 36.5
33.9

19.1

26.3 24.9
26.7

24.7
21.9

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

Topic 03-01 アフターコロナにしたいこと 

◆1 位は「国内観光旅行に行く（宿泊を伴う）」、2 位「外食に行く」、3 位「国内観光旅行に行く（日帰り）」 
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withコロナ、アフターコロナにおける「ニューノーマル（新しい生活様式）」の認知状況をみると、全体の約3割

が「内容も知っている」と回答しました。名称のみ知っている人も含めると約 7割にのぼります。 

「ニューノーマル（新しい生活様式）」と聞いて思い浮かべることは、「3 密を回避する」、「まめに手洗い・手指

消毒をする」が高くなりました。「会議はオンラインでおこなう」、「電子決済を利用する」、「持ち帰りや出前、デリ

バリーを使う」といった、コロナ禍で拡大したサービスの利用も想起されています。 

 

＜「ニューノーマル（新しい生活様式）」認知状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「ニューノーマル（新しい生活様式）」と聞いて何を思い浮かべるか＞ 

 

 

 

 

 
  

3密を回

避する

まめに

手洗い・

手指消

毒をする

こまめに

換気す

る

会話を

すると

き、症状

が

なくても

マスクを

着用す

る

人との

間隔は

2m空け

る

テレワー

クや

ローテー

ション勤

務

会議は

オンライ

ンで

おこなう

時差通

勤をする

電子決

済を利

用する

持ち帰り

や出前、

デリバ

リーを使

う

全体(n=3,000) 60.0 54.3 48.6 48.5 45.5 40.2 33.3 31.6 29.7 23.5

男性(n=1,500) 54.0 46.1 41.4 41.5 40.1 36.0 30.3 28.0 25.6 19.1

女性(n=1,500) 66.0 62.6 55.7 55.5 50.8 44.4 36.4 35.1 33.7 28.0

60.0 54.3 48.6 48.5 45.5 40.2 33.3 31.6 29.7 23.5

54.0

46.1
41.4 41.5 40.1

36.0

30.3
28.0

25.6
19.1

66.0 62.6

55.7 55.5
50.8

44.4

36.4 35.1 33.7

28.0

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

Topic 03-02 with コロナ、アフターコロナにおける 

「ニューノーマル（新しい生活様式）」の認知状況 

◆「ニューノーマル（新しい生活様式）」の認知状況は約7割、うち2割以上が「内容も知っている」と回答 

◆「ニューノーマル」で思い浮かべるもの 1 位「3 密を回避する」、2 位「まめに手洗い・手指消毒をする」 

（n=3,000） 

内容も知っている

26.1%

聞いたことはあるが

内容は知らない

42.6%

知らない・

聞いたことがない

31.3%

認知・計 

68.7% 
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◆本件に関するお問合せ先 
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広報部広報課 伊藤・鈴木 
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《調査概要》 

◆調査タイトル ：くらしとお金に関する意識調査 2020 

◆調査対象 ：クロス・マーケティングモニター 

全国の 20 代～60 代の男女 ※ただし、金融・マスコミ・マーケティング関連従事者を除く 

◆調査期間 ：2020 年 10 月 29 日～11 月 4 日 

◆調査方法 ：インターネット調査 

◆調査地域 ：全国 

◆有効回答数 ：3,000 サンプル ※H27 年の国勢調査の結果をもとに人口構成比に沿って回収 

               

◆調査協力会社 ：株式会社クロス・マーケティング 

割付 20代 30代 40代 50代 60代 合計

男性 236 296 348 289 331 1,500

女性 228 290 342 291 349 1,500

計 464 586 690 580 680 3,000

■■法人概要■■ 

■■報道関係の皆様へ■■ 


